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の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の
） 

８
日 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
会 

９
日 

女
性
後
援
会
世
話
人
会 

 

１
０
日 
市
長
選
事
務
所
開
き
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

 

１
１
日 
質
問
準
備
、
河
西
無
料
生
活
相
談
。
会
議 

 

１
２
日 

議
会
開
会 

 

１
３
日 

本
会
議 

 

１
４
日 

休
会
、
市
駅
無
料
生
活
相
談 

 

 

 

 

終
盤
国
会
で
ア
ベ
氏
が
成
立
さ

せ
た
い
議
案
と
し
て
カ
ジ
ノ
法
案

が
あ
り
ま
す
。
６
月
１
日
共
産
党
塩

川
鉄
也
衆
院
議
員
が
内
閣
委
で
質

問
し
、
１
７
年
２
月
の
日
米
首
脳
会

談
で
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
首
相

に
米
国
の
巨
大
カ
ジ
ノ
企
業
名
を

示
し
た
と
さ
れ
る
報
道
（
「
日
経
」

同
６
月
１
０
日
付
）
を
示
し
、
事
実

を
確
認
。
首
相
は
「
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
か
ら
そ
ん
な
話
は
な
か
っ
た
」
と

答
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
塩
川
氏
は
首

脳
会
談
で
全
米
商
工
会
議
所
・
米
日

経
済
協
議
会
共
催
の
朝
食
会
に
米

大
手
カ
ジ
ノ
企
業
の
ト
ッ
プ
が
出

席
し
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
、
「
日
本

の
カ
ジ
ノ
に
つ
い
て
要
望
を
き
い

た
の
で
は
な
い
か
」
と
追
及
。
ア
ベ

氏
は
「
課
題
解
決
に
協
力
す
る
と
意

見
が
あ
っ
た
」
こ
と
を
認
め
ま
し

た
。 

 

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
最
大
の

大
口
献
金
者
と
い
わ
れ
る
シ
ェ
ル

ド
ン
・
ア
デ
ル
ソ
ン
会
長
は
、
ア
ジ

ア
地
域
の
カ
ジ
ノ
か
ら
吸
い
上

げ
た
利
益
で
今
年
の
世
界
長
者

番
付
２
０
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
が
い
ま
「
最
後
の
ビ
ッ
グ
ビ

ジ
ネ
ス
」
と
狙
う
の
が
日
本
進
出

で
す
。
１
２
日
に
米
朝
会
談
を
開

く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
こ
の
会

長
の
経
営
す
る
巨
大
な
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト
「
マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
・
サ

ン
ズ
」
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
で
風
景

放
映
す
る
と
、
３
つ
の
高
層
ビ
ル

の
屋
根
部
分
が
船
の
形
で
連
結

さ
れ
て
い
る
建
物
で
す
。
推
測
で

す
が
米
大
統
領
は
今
世
界
か
ら

注
目
さ
れ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

の
首
脳
会
談
開
催
で
、
大
口
献
金

者
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
ほ

く
そ
え
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

だ
が
刑
法
が
禁
じ
る
賭
博
場

は
国
民
の
大
半
が
反
対
し
日
本

進
出
は
断
じ
て
ダ
メ
。
塩
川
議
員

は
「
カ
ジ
ノ
企
業
の
要
求
で
は
な

く
国
民
の
声
を
聴
け
」
と
法
案
撤

回
を
求
め
ま
し
た
。（
編
集
室
） 

 

 

７
月
２９
日
投
票
の
市
長
選

挙
で
、
共
産
党
も
入
っ
た
「
活

気
あ
る
住
み
よ
い
和
歌
山
市
を

つ
く
る
会
」
は
、
島
く
み
こ
さ

ん
と
政
策
協
定
を
結
び
推
薦

し
、
共
同
の
選
挙
母
体
と
な
る

政
治
団
体
「
に
じ
い
ろ
和
歌
山
」

に
参
加
を
確
認
し
ま
し
た
。 

「
協
定
書
」
は
主
に
６
項
目
で
、

◇
清
潔
で
公
正
・
公
平
な
立
場

で
市
政
に
取
り
組
み
、
市
民
・

職
員
の
真
摯
な
意
見
を
尊
重

し
、
民
主
的
な
市
政
運
営
を
進

め
る
。
◇
地
方
自
治
の
本
旨
に

も
と
づ
き
住
民
自
治
・
団
体
自

治
を
大
切
に
し
た
市
政
運
営
を

進
め
る
。
◇
平
和
で
あ
っ
て
こ

そ
市
民
の
基
本
的
人
権
や
く
ら

し
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
憲

法
９
条
の
不
戦
平
和
の
条
項
を

し
っ
か
り
と
守
り
、
憲
法
を
く

ら
し
に
生
か
し
た
市
政
を
進
め

る
。
◇
こ
ど
も
、
高
齢
者
、
障

が
い
の
あ
る
人
を
は
じ
め
、
市

民
誰
も
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
、
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
◇

は
た
ら
く
人
が
安
心
し
て
は
た

ら
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
。
次
の
項
目
は

早
急
に
取
り
組
む
具
体
的
な
問

題
と
す
る
。・
刑
法
で
禁
じ
ら
れ

た
賭
博
施
設
で
あ
る
カ
ジ
ノ
誘

致
は
認
め
ず
、
和
歌
山
の
自
然

や
歴
史
、
人
を
生
か
し
た
観
光

振
興
に
取
り
組
む
。・
市
民
の
命

と
健
康
を
破
壊
す
る
よ
う
な
入

院
ベ
ッ
ド
数
の
削
減
は
見
直

し
、
市
民
誰
も
が
安
心
し
て
療

養
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

く
。・
山
口
地
区
滝
畑
の
産
業
廃

棄
物
最
終
処
分
場
建
設
計
画
や

和
泉
山
脈
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建

設
計
画
は
住
民
同
意
を
大
事
に

し
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
の

保
全
を
第
一
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
て
い
く
。
と
い
う
内
容
で
す
。 

６
月
１０
日
（
日
）
午
後
４
時

か
ら
、
南
海
和
歌
山
市
駅
前
の

厚
仁
ビ
ル
で
島
く
み
こ
個
人
事

務
所
開
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
６
月
２４
日
（
日
）
午
後
２

時
～
４
時
、
和
歌
山
市
民
会
館

小
ホ
ー
ル
で
“
に
じ
い
ろ
ま
つ

り 

島
く
み
こ
と
変
え
る

de

和
っ
し
ょ
い
！
”
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
前
半
は
要
求
プ
ラ
カ
ー

ド
な
ど
持
ち
寄
り
ア
ピ
ー
ル
、

後
半
は
ラ
イ
ブ
演
奏
で
す
。
是

非
皆
さ
ん
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

加太の地域訪問で見つけた睡蓮で

す。周りには花が一つも咲いていな

かったのでひときわ純白の睡蓮に思

わず見とれました。訪問していると

こんな楽しい出会いがあります。 

 

 

 

もう一つは先日、大阪の原発ゼロ

の会のエネルギー部会の方がお見え

になり県下で起こっている巨大な太

陽光・風力発電計画について視察に

来られました。当局から条例の説明

を受け意見交流や現地視察をしま

した。 

近畿や全国の運動している方々

と交流すると問題点などがさらに

鮮明になってきます。 

 

 

 

 今
年
度
の
県
予
算
で
特
筆
す

べ
き
こ
と
は
カ
ジ
ノ
誘
致
の
た

め
の
予
算
を
増
額
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

の
人
の
家
族
の
約
８
割
が
借
金

を
肩
代
わ
り
し
、
約
１
５
％
は

肩
代
わ
り
し
た
額
が
１
０
０
０

万
円
以
上
に
な
る
と
い
う
調
査

結
果
を
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

問
題
を
考
え
る
会
」
（
東
京
）

と
筑
波
大
学
の
森
田
准
教
授
ら

が
ま
と
め
た
こ
と
が
新
聞
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
代
表
理

事
の
方
は
「
国
が
大
規
模
な
調

査
を
行
い
、
そ
れ
を
も
と
に
抜

本
的
な
対
策
を
講
じ
て
ほ
し

い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
実
態
を
調

査
す
る
よ
う
求
め
て
い
き
ま

す
。 

（
奥
村
の
り
子
） 

 
大阪の原発ゼロの会の方がお見えになり県下で起きてい

る巨大太陽光・風力発電計画の視察です。当局から条例の説

明を受け意見交流や現地視察をしました。 

 

 

 

 


